
別記様式第１０－５号 テーマに対する技術提案書
（オ）庁舎周辺敷地の整備、その他の独自提案

■なだらかな斜面に広場が連続するアプローチ■なだらかな斜面に広場が連続するアプローチ

遊びのひろば
こもれびひろば

傾斜�/��以下の
なだらかなスロープ

来馬岳

　     みんなのひろば・みんなのあそびば・みんなのにわをつくる
・市民に開かれた「市役所公園」
敷地の広さを活かして、市民の誰もが身近な存在に感じら
れる場所となります。建築を敷地の南側に配置することで、
北側に広がりのあるメモリアルひろば（防災ひろば）を大き
く確保します。�階建ての庁舎棟とひろばの間に平屋のコ
ミュニティ棟を挟むことで、建物の圧迫感を感じない明るい
メモリアルひろばになります。

・将来性を考慮した計画
メモリアルひろば東側は建築発生残土を利用した斜面緑地
としますが、将来の建築や駐車場、太陽光発電の増設スペー
スにも活用できます。また、中央通りに面する旧労働福祉セ
ンターは、当面書庫として活用するとともに、将来解体後に
PFI事業など様々な可能性を検討します。

 

上記➀から➃までのテーマ以外の独自提案（�）

 

・市庁舎設計を具現化していくための工程計画
市庁舎の設計においては、長い期間にわたって多くの関係
者の皆さんが議論に関わります。市民の皆さんの積極的な
参加を促す環境をつくり、業務を確実に遂行します。
・市民、議会のご意見の反映
市民自治の推進を担う自治推進委員会、市民の代表であ
る議会の皆さんから定期的にご意見をいただき、議論の成
果を設計に反映させます。

　　市民・議会・職員の皆さんと共有する設計プロセス

庁舎周辺敷地の利活用方法（�）

・市民WS（ワークショップ）の開催
一般市民、こども、子育てなど様々な世代ごとのWSを開催
し、様々なご意見をいただくとともに新庁舎に対する興味
を持っていただきます。
・職員の皆さんのWG（ワーキンググループ）
本庁舎で執務を行う職員の皆さんとの議論を綿密に行い
ます。それぞれの部の特徴、必要なもの、働き方改革との関
係、セキュリティや情報管理など、多岐にわたるテーマにつ

いて多くの打合せ回数が必要になります。オフィスレイアウ
トについては執務環境計画の受託者と共同で行います。
・社内でつくるCG、動画、環境シミュレーションの共有
弊社は設計工程の中で、多くのCGや動画などのデジタル画
像や模型などを内部制作します。これらを様々な委員会や会
議などに提示して、具体的なイメージを共有しつつご意見を
いただく環境をつくります。議論、ご意見による修正を頻繁に
行い、パブリックコメントや市民説明を丁寧に行います。

・海と山をつなぐ場所。登別らしい風景。
中学校通りに沿って連続する坂道には、こもれびひろば、遊びの
ひろばが連続します。坂道の階段からは木立越しに広がる海沿
いのまちが見渡せます。また坂道を上る正面には特徴的な来馬
岳の姿が見え、エントランスひろばに達したところでカムイヌプリ
も一望できます。海と山を感じる、登別らしい風景をつくります。
・まちなかの花と緑の憩いの場
広い敷地の中に、地形や風景を活かして様々な花や緑を計画
し、市民が楽しむことのできる多様な憩いの場をつくります。花カ
レンダーを計画し、四季折々の風景を楽しむことができます。

・指定緊急避難所としての役割
災害時において、指定緊急避難場所として幌別中学校と一
体となることを想定します。緊急車両・支援車両は東側駐
車場、市民の駐車場は西側に分離して、車両動線を明確に
します。広場に面する深い軒の下は、物資荷捌きスペースの
ほか炊き出しスペース、マンホールトイレなど避難者の拠
点となります。多目的室がボランティアスペースや物資置き
場、ひかりのみちが避難者スペースにそれぞれ転換します。

■公園のように利用できるメモリアルひろば■公園のように利用できるメモリアルひろば

■市民が日常的に利用する公園のようなメモリアルひろば■市民が日常的に利用する公園のようなメモリアルひろば

各ひろばとつながる■各ひろばとつながるこもれびひろば

■庁舎周辺敷地の計画イメージ■庁舎周辺敷地の計画イメージ

■海へ向かう階段ひろば■海へ向かう階段ひろば

■工程計画■工程計画

屋外の居場所にもなる
緩やかな階段ひろば

圧迫感のない�階
建ての庁舎棟

幼児ひろば
いやしのにわ

階段ひろば そり滑りなど遊び場に
なる残土活用の丘

将来の建替えや増設にも
対応可能な空地の確保�

�


